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伊藤科学振興会は物理、化学、生物、地学の 4分野から毎年 1分野について満

40 歳以下の若手の基礎研究の募集を行っています。今年度は地学の順番で、分

野名を「宇宙地球科学」分野と改めて募集を行なったところ、7月 5日の〆切り

までに 43 件と前回の 15 件をはるかに上回る多くの申請が ありました。宇宙

物理、地球物理、地球化学、アストロバイオロジー、天文観測、惑星探査、地

球環境、系外惑星環境、地震、古生物といった、宇宙や地球の物理、化学、生

物に関するレベルが高い研究ばかりでした。選考委員は、東北大学で天文学が

専門の千葉柾司先生、名古屋大学で地震学や火山学が専門の山岡耕春先生、そ

して気候学や地球環境が専門の私の 3名で した。次のようにして選考を行わ

せて頂きました。	 	 

選考方法としては、選考委員 3名が すべ ての申請に目を通し、各自に関連

する分野とそれ以外の分野から優れた申請書を推薦し、議論を重ね、選考を 2

日にわけて２段階で行いました。	 	 

8 月 1 日の第一次選考委員会では、常務理事 3人の出席のもと対面と Zoom のハ

イブリッドにより、3名の選考委員がそれぞ れ５〜６件を最初に推薦しました。

推薦理由等について説明をし、さらにそれらについて意見交換を行った結果、

43 件のうち全 13 件を第一次選考通過者として決定しました。そしてこれら 13

件を次回まで に全選考委員が 再度応募書類を詳細に評価することとしまし

た。	 	 

8 月 17 日、Zoom	 による第二次審査会で は、13 件の応募について議論し意見

交換を行い、委員が順位をつけて３名ずつを挙げるという方式で 行いました。

最終的に推薦が多く全員が受賞に値すると意見が 一致し、播金優一氏、小玉

貴則氏、岡崎啓史氏の 3名を受賞者として決定しました。天文学、惑星科学、

地球科学と異なる領域の研究者がバランスよく選考されました。対象は、それ

ぞれ、銀河、惑星環境、地震と異なりますが、共通しているのは、最先端の大

規模な研究ツールを活用して成果を上げている点とチャレンジ精神です。受賞

者に女性が入ることにも選考委員一同配慮はしましたが、内容が優れている点

で結果的に今回は全員男性になりました。是非、研究に真摯に取り組みさらに

良い成果を挙げ ていただ くとともに、男女を問わず学生や若手の人々に大

いなる研究の夢や可能性を伝えていただ きたいと思います。	 



以下 2023	 年度宇宙地球科学分野研究助成受賞者の紹介です。	 

	 

1) 播金	 優一	 氏（東京大学宇宙線研究所	 助教）	 

「ジ ェイムズ ・ウェッブ 宇宙望遠鏡を用いた宇宙初期の銀河の観測的研

究」	 

私たちが 住む銀河系のような銀河が いつど のように形成し進化してきた

かを	 知ることは、現代天文学の重要な目標の一つで ある。この手段として最

も直接	 的な方法は、我々から非常に遠方の距離にある銀河を観測することで

ある。な	 ぜ なら、このような遠方銀河からの光は、宇宙初期にある生まれた

ば かりの若	 い銀河からの光に相当するからで ある。一方、宇宙膨張によっ

て光の波長が 伸	 び る効果のために、宇宙開闢から	 4	 億年以内(今から	 134	 

億年前)の宇宙に存	 在する銀河の光は、1.6μm	 より波長が 長い赤外線として

我々に届く。このような遠方にある形成初期の銀河を捉える目的で 、宇宙望

遠鏡 James	 Webb	 Space	 Telescope(JWST)が 	 2022	 年より本稼働し、これまて

゙の常識を覆す研究成果が 出されている。特に、銀河形成の標準理論から期

待される以上の若い銀河候補が 多く発見されてきており、これまで の理論

を見直す必要性が 出てきている。	 

	 このような中で 、播金氏は	 JWST	 の観測デ ータを世界に先んじ て独自の

解析	 を進め、銀河形成の理論予想を超える数の遠方銀河を発見した。そして、

宇宙	 初期における銀河形成の物理に対して重要な問題点を提起してきている。

一方、このような研究は	 JWST	 の一部のデ ータを用いたもので 、統計的な

不定性が かなり大きい。そこで 播金氏は、使用可能な	 JWST	 第一期観測の

全デ ータを用い、かつ独自で 画像デ ータを整約する方法を確立すること

により、多くの遠方銀河候補を探査しようとしている。また、銀河候補に対し

て新たに	 JWST	 による分光観測の提案を進めており、これにより遠方銀河かと

゙うか判断で きる。この播金氏の先端的な研究により宇宙初期の銀河形成過

程の謎が 解明されると期待で きる。	 	 

	 

2)	 小玉貴則氏（東京工業大学	 地球生命研究所	 特任准教授。応募および選考時

は、東京大学	 統合文化研究科	 先進科学研究機構	 特任助教）	 



「太陽系外ハビ タブ ル惑星における気候	 」	 

地球のような表面に液体の水を維持することが 可能な惑星(ハビ タブ ル

惑星)が 太陽系の外にも存在するのか?	 地球が なぜ 現在の姿になったの

か、なぜ 生命が 存在で きる環境になったのかを答えるには、地球と異な

る地球型惑星を観測したうえで 、そのハビ タブ ルな気候条件を制約して

地球や太陽系惑星と比較し条件を理解することが 重要となる。現在で は、

5000 天体を超える太陽	 系外惑星が 観測により検出されており、その中には、

地球型惑星と考えられる天体も報告されている。なかで も表面に液体の水を

維持することが可能なハビ タブ ル惑星と考えられるものも見つかり世界

から注目されている。さらに、計算機の計算資源の増大と気候科学の進歩によ

り、さまざ まな惑星の条件のもとで 複雑な大気大循環を数値計算する気候

モデ ル、つまりコンピュータ上の仮想地球惑星の表層環境を作って気候を再

現する技術が太陽系外惑星分野においても世界で 普及し始めている。	 

小玉氏は太陽系外地球型惑星を異なる地球と捉え、全球気候モデ ルを構築す

ることで 、その気候が ど う構成されていて、	 それぞ れの要素はど の

ような役割をしているのかを定量的に示してきた。最近、天文観測の精度向上

により太陽質量より低質量な	 M	 型星を中心星として公転する地球規模の惑星

が 複数捉えられている。これらの惑星は潮汐固定状態にあって恒久的な昼面

と夜面をもつため、空間的な非対称性を考慮する必要が あり地球とは全く異

なる環境が 予想される。小玉氏は、このような地球型惑星が 地球とは全く

異なる気候分布や環境のなかで 生命を育む可能性を調べ るため、大気海洋

大循環モデ ルを系外惑星用に改変・開発する挑戦的な新たな研究提案をして

いる。このような小玉氏の先端的な研究は、宇宙地球科学から生命科学を広く

横断した新しい方向性を開拓していき学術的意義が 大きい。	 	 

	 

3)岡崎	 啓史氏	 （広島大学	 大学院先進理工系科学研究科	 地球惑星システム学

プ ログ ラム	 准教授）	 	 

「回転式ダ イヤモンド アンビ ルを用いた地球深部で 発生する深発地震

断層形成過程の直接観察」	 

岡崎氏の研究題目は、メカニズ ムが 未だ 明らかになっていない深発地震

に関	 し、新たに考案した実験によって果敢にチャレンジ をするもので ある。

プ レー	 トの沈み込みに伴って地震が 発生することは広く知られている。

我々に直接被	 害をもたらすような地震は	 100	 km	 よりも浅い地震で あり、岩



盤が 脆性破壊に	 よって断層を境にず れ動いて発生することが 知られて

いる。一方、プ レートが 	 沈み込んで 深さ	 600	 km	 にも達する場所で も

地震が 発生している。しかし、そ	 のような高温・高圧の条件下で 岩石が

脆性破壊することは考えられず 、発生メ	 カニズ ムは謎に包まれていた。マ

ントルの鉱物の相転移によって応力が 不均衡	 となって地震が 発生すると

いう説が 有力で はあるものの、実験で 検証するには	 至っていなかった。	 	 

岡崎氏らは、独自に開発したダ イヤモンド アンビ ルを用いた装置と赤外

集光	 加熱機構によって深発地震の発生場所と同じ 温度圧力条件を再現しな

が らせん	 断応力をかけることので きる実験装置を開発し、放射光施設	 

SPring-8	 で 実験を行うことで 、深発地震発生の条件を再現し、謎に包まれ

ていた深発地震発生メカニズ ムに迫ろうとしている。本研究は、チャレンシ

゙ング で あるとともに独自に開発した装置を用いて研究を行うというオリ

ジ ナリティの高い研究で あると認められる。	 	 

	 


